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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 10日 (2005.8.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 加 速 度 を 検 出 す る た め の 可 動 部 を 有 す る 加 速 度 検 出 部 が 形 成 さ れ た 半 導 体 チ ッ プ 基 板 と
、
　

加 速 度 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
　

加 速 度 セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
　

加 速 度 セ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
　

加 速 度 セ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】

前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 の 表 面 に 設 け ら れ 、 前 記 可 動 部 の 可 動 空 間 を 確 保 し 、 前 記 可 動 空
間 を 密 閉 す る 天 井 と 少 な く と も １ つ の 壁 部 と を 含 む キ ャ ッ プ と 、
　 前 記 キ ャ ッ プ に か か る 応 力 を 吸 収 す る 応 力 吸 収 部 と
を 備 え る

請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 応 力 吸 収 部 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 前 記 天 井 と 前 記 少 な く と も １ つ の 壁 部 と の 間 に 形 成
さ れ た 少 な く と も １ つ の 曲 面 で 構 成 さ れ た 境 界 部 で あ る

請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 キ ャ ッ プ は 前 記 キ ャ ッ プ の 前 記 少 な く と も １ つ の 壁 部 と 前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 と の
間 に 介 在 す る キ ャ ッ プ 土 台 部 を 含 み 、
　 前 記 応 力 吸 収 部 は 前 記 キ ャ ッ プ 土 台 部 の 少 な く と も １ つ の 側 面 に 設 け ら れ た 少 な く と も
１ つ の 溝 で あ る

請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 応 力 吸 収 部 は 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 と 前 記 キ ャ ッ プ と を 覆 う 、 前 記 キ ャ ッ プ よ り
も 弾 性 率 の 低 い 樹 脂 で あ る



　

加 速 度 セ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
　

加 速 度 セ ン サ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 加 速 度 を 検 出 す る た め の 可 動 部 を 有 す る 加 速 度 検 出 部 が 形 成
さ れ た 半 導 体 チ ッ プ 基 板 と 、

加 速 度 セ ン サ で あ る 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、

加 速 度 セ ン サ で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、

加 速 度 セ ン サ で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、
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請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 応 力 吸 収 部 は 、 前 記 キ ャ ッ プ の 前 記 天 井 の 一 部 と 前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 の 前 記 表 面
と の 間 の 支 柱 で あ る

請 求 項 ５ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 可 動 部 は 貫 通 孔 を 有 し 、
　 前 記 支 柱 は 前 記 可 動 部 に 触 れ る こ と な く 前 記 貫 通 孔 を 貫 通 す る

前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 の 表 面 に 設 け ら れ 、 前 記 可 動 部 の 可 動
空 間 を 確 保 し 、 前 記 可 動 空 間 を 密 閉 す る 天 井 と 少 な く と も １ つ の 壁 部 と を 含 む キ ャ ッ プ と
、 前 記 キ ャ ッ プ に か か る 応 力 を 吸 収 す る 応 力 吸 収 部 と を 備 え る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 応 力 吸 収 部 は
、 前 記 キ ャ ッ プ の 前 記 天 井 と 前 記 少 な く と も １ つ の 壁 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １
つ の 曲 面 で 構 成 さ れ た 境 界 部 で あ る 加 速 度 セ ン サ で あ る 。

３ 請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 キ ャ ッ プ は 前
記 キ ャ ッ プ の 前 記 少 な く と も １ つ の 壁 部 と 前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 と の 間 に 介 在 す る キ ャ ッ
プ 土 台 部 を 含 み 、 前 記 応 力 吸 収 部 は 前 記 キ ャ ッ プ 土 台 部 の 少 な く と も １ つ の 側 面 に 設 け ら
れ た 少 な く と も １ つ の 溝 で あ る

４ 請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 応 力 吸 収 部 は
、 前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 と 前 記 キ ャ ッ プ と を 覆 う 、 前 記 キ ャ ッ プ よ り も 弾 性 率 の 低 い 樹 脂
で あ る

５ 請 求 項 １ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 応 力 吸 収 部 は
、 前 記 キ ャ ッ プ の 前 記 天 井 の 一 部 と 前 記 半 導 体 チ ッ プ 基 板 の 前 記 表 面 と の 間 の 支 柱 で あ る



加 速 度 セ ン サ で あ る 。

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

可 動 空 間 内 に お い て キ ャ ッ プ の 天 井 面 と 壁 面 と の 境 界
は 曲 面 で 構 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 キ ャ ッ プ に 応 力 が か か っ た と し て も 、 ク ラ ッ ク の 生 じ
や す い 天 井 面 と 壁 面 と の 境 界 部 分 に お い て 応 力 は 分 散 さ れ 、 キ ャ ッ プ で の ク ラ ッ ク 発 生 の
可 能 性 を 低 く す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 キ ャ ッ プ や 半 導 体 チ ッ プ 基 板 を 十 分 に 厚 く 形 成
で き な い 場 合 で あ っ て も 、 キ ャ ッ プ に ク ラ ッ ク が 生 じ に く い 構 造 の 加 速 度 セ ン サ を 実 現 で
き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 キ ャ ッ プ 土 台 部 の 側 面 に は 、 溝 が 設 け ら れ て い る 。 よ
っ て 、 半 導 体 チ ッ プ 基 板 が 撓 ん だ 場 合 で あ っ て も 、 キ ャ ッ プ 土 台 部 の 溝 が 半 導 体 チ ッ プ 基
板 か ら の 応 力 を 吸 収 し 、 キ ャ ッ プ で の ク ラ ッ ク 発 生 の 可 能 性 を 低 く す る こ と が で き る 。 よ
っ て 、 キ ャ ッ プ や 半 導 体 チ ッ プ 基 板 を 十 分 に 厚 く 形 成 で き な い 場 合 で あ っ て も 、 キ ャ ッ プ
に ク ラ ッ ク が 生 じ に く い 構 造 の 加 速 度 セ ン サ を 実 現 で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 キ ャ ッ プ を 覆 う 、 キ ャ ッ プ よ り も 弾 性 率 の 低 い 樹 脂 を
備 え る 。 よ っ て 、 弾 性 率 の 低 い 樹 脂 が 樹 脂 パ ッ ケ ー ジ 等 か ら の 応 力 を 吸 収 し 、 キ ャ ッ プ で
の ク ラ ッ ク 発 生 の 可 能 性 を 低 く す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 キ ャ ッ プ や 半 導 体 チ ッ プ 基 板
を 十 分 に 厚 く 形 成 で き な い 場 合 で あ っ て も 、 キ ャ ッ プ に ク ラ ッ ク が 生 じ に く い 構 造 の 加 速
度 セ ン サ を 実 現 で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 可 動 空 間 内 に お い て キ ャ ッ プ の 天 井 面 の 一 部 と 半 導 体
チ ッ プ 基 板 表 面 と の 間 に 支 柱 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ に 応 力 が か か っ た
と し て も 、 キ ャ ッ プ の 天 井 面 が 撓 み に く く 、 キ ャ ッ プ で の ク ラ ッ ク 発 生 の 可 能 性 を 低 く す
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　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 加 速 度 セ ン サ で あ っ て 、 前 記 可 動 部 は 貫 通
孔 を 有 し 、 前 記 支 柱 は 前 記 可 動 部 に 触 れ る こ と な く 前 記 貫 通 孔 を 貫 通 す る 加 速 度 セ ン サ で
あ る 。

キ ャ ッ プ に か か る 応 力 を 吸 収 す る 応 力 吸 収 部 を 備 え る
。 よ っ て 、 キ ャ ッ プ で の ク ラ ッ ク 発 生 の 可 能 性 を 低 く す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、

３

４

５



る こ と が で き る 。 よ っ て 、 キ ャ ッ プ や 半 導 体 チ ッ プ 基 板 を 十 分 に 厚 く 形 成 で き な い 場 合 で
あ っ て も 、 キ ャ ッ プ に ク ラ ッ ク が 生 じ に く い 構 造 の 加 速 度 セ ン サ を 実 現 で き る 。
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　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 可 動 部 は 貫 通 孔 を 有 し 、 支 柱 は 可 動 部 に 触 れ る こ と な
く 貫 通 孔 を 貫 通 す る 。 こ れ に よ り 、 可 動 部 の 加 速 度 に よ る 変 位 を 妨 げ る こ と な く 、 支 柱 を
可 動 空 間 内 の 可 動 部 の 位 置 す る 場 所 に 重 ね て 設 け る こ と が で き る 。 よ っ て 、 可 動 空 間 を 広
げ る こ と な く 、 支 柱 を 設 け る こ と が で き 、 加 速 度 セ ン サ の 小 型 化 に 資 す る 。
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